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と与えられる｡第2等式は次元解析で与えられ, Kは実験的に定められた Karman定数 (JC -
o･417)であるO第 3等式の 払Tは摩擦速度 と呼ばれるoここでレイノルズ数 (Re)y｡-U(yo)
y｡/y-1なるy｡を定義する｡少は動粘性 甲/pである.0-F｡までは-様なTとしてU(y｡)




を得る(Prandtlの対数 profile)o y'5;1を粘性底層という.その領域ではU -了 とな
っている｡
















































































































































































ReJT _ ｡, 払T AB
(Re√戸)｡ ー▲> 払T｡ √て｢ (8)
となる｡この最後の関係から,』別ま式(4)での勾配 αの増加量 ∂-α-2とonsetでの摩擦
速度 uT｡とで与えられ,この2つのパラメータでDRが決定されることを示 しているoLそして
溶液の濃度 C は ∂のみを通 じて依存する｡





















































L-Na(a:セグメント長 )に対 して,Emax=L/4Rg=0･55tNAa3N2/Ma[郁 1/3であるO
ちなみにPEOのM二2×106の場合,fmax- 60,またM=8×106の場合,fmax- 110と
なる｡極限粘度 [扇-M45より,fmaxとMtま
fmax - M2/5 (10)
でスケールされる｡実際は fm｡Xは大きくとりすぎで Eturb<fmaxなるものが有効なEを与える









































































































とを示 している｡ あるいは式(17)の右辺を〃に置き替えてい くことにより
(-～
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